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ヘモグロビンの酸素飽和度を知るために，対象物の R ， G , B の輝度で表現される色調特性を用いた。
本実験系において， in vi tro でヘモグロビン溶液の濃度を変化させた実験，および酸素飽和度を変化
-495-
させた実験で， Lambert と Beer の光吸収に関する基本法則が成立する乙とを既に証明した。今回は
乙の画像入力処理システムにより表される R ， G , B輝度を ItR) ， ItB) とし， X=log ItG)-
log1 (B), y=log1 (R)ーlogItG)によって定義される xy平面に表示し，乙の xy 平面で，オキシヘ





そこで，網膜における動脈，およびその背景の xy値から，対象物の濃度 O に対応する点を決定し，さ







その平均値を求める静脈のヘモグロビン酸素飽和度とした。 20眼の平均値は， 56.4:t6.0 5ちであった。
この結果は， Hickam らにより報告された 59 ::t 11 %と近似した値であった。 また，測定精度の一指標
として，同一画像内の 10部位測定の変動係数を求めたところ， 20眼の平均値は 12.65ちであった。当シス
















した結果， 20眼の平均値は 56.4::t 6.0 %であった。 これは，猫の網膜組織酸素分圧を直接電極で測定した
報告値，及び人眼の硝子体側網膜の酸素分圧の報告値に矛盾しない値である。また，同一眼につき連続 5
画像の変動係数は平均 8.0%であり， 本システムの再現性が良い乙とを示すものである。さらに臨床応用
として，糖尿病性黄斑症に対する高濃度酸素療法時に，網膜静脈ヘモグロビン酸素飽和度の上昇を明らか
にしている。
以上の研究は，網膜静脈のヘモグロビン酸素飽和度を非侵襲的に，簡便に測定できる新しい方法であり，
今後，網膜疾患の病態生理研究に重要な情報を提供するもので，学位授与に値するものである。
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